
詳細はホームページをご覧ください。
https://www.kawasaki-m.ac.jp/hospital/dept/016.php

小児科のホームページはこちら
PR0FI L E

め
ま
い

今
号
の
特
集 

　

末
梢
性
疾
患
は 　

良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症　

 

メ
ニ
エ
ー
ル
病　

 

突
発
性
難
聴

　

前
庭
神
経
炎
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。末
梢
性
の
23
％
ぐ
ら
い
は
良
性
発
作
性

頭
位
め
ま
い
症
で
す
。内
耳
に
あ
る
耳
石
器
の
機
能
異
常
で
頭
を
特
定
の
位
置
に
動
か
し

た
り
、
寝
返
り
を
う
っ
た
時
に
起
こ
り
ま
す
。治
療
は
理
学
療
法
で
簡
単
に
治
り
ま
す
。　

　

次
に
多
い
の
は
メ
ニ
エ
ー
ル
病
で
10
％
ぐ
ら
い
で
す
。内
耳
に
リ
ン
パ
液
が
溜
ま
り
、

め
ま
い
と
と
も
に
耳
鳴
や
難
聴
を
起
こ
し
ま
す
。繰
り
返
し
て
起
こ
す
た
め
、
非
常
に

厄
介
な
病
気
で
す
が
、
有
効
な
治
療
は
あ
り
ま
す
。突
発
性
難
聴
の
原
因
は
不
明
で
す
が
、

急
に
難
聴
が
起
こ
り
、
め
ま
い
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。５
％
ぐ
ら
い
の
頻
度
で
す
が
、

発
症
し
た
ら
す
ぐ
に
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。１
週
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
治
癒
率
が
高
い

疾
患
で
す
。前
庭
神
経
炎
は
前
庭
神
経
が
あ
る
日
突
然
障
害
を
受
け
、
回
転
性
の
め
ま
い

を
発
症
し
ま
す
。感
冒
の
後
な
ど
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。頻
度
は

１
％
ぐ
ら
い
で
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
意
識
障
害
を
伴
わ
な
い
め
ま
い
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、

ま
ず
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

耳
鼻
咽
喉
科
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院　

耳
鼻
咽
喉
科　

部
長　

原
田　

保

　

小
児
科
は
、15
歳
以
下
の
小
児
の
あ
ら

ゆ
る
疾
患
に
対
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
る
科

で
す
。プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
か
ら
高
度
先

進
医
療
ま
で
、ま
た
、急
性
疾
患
か
ら

慢
性
疾
患
ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

専
門
分
野
も
多
岐
に
わ
た
り
、感
染
症
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、遺
伝
、内
分
泌
代
謝
、循
環
器
、

神
経
、血
液
腫
瘍
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
医
が
揃
っ
て
お
り
、専
門
外
来

で
は
、予
防
接
種
、経
口
減
感
作
療
法
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
、遺
伝
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、学
校
心
臓
検
診
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

脳
波
検
査
、学
校
検
尿
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

乳
幼
児
健
診
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
急
な
発
熱
や
感
冒
症
状
な
ど

に
対
応
す
る
一
般
診
療
も

並
行
し
て
行
っ
て
お
り
、

24
時
間
365
日
を
通
し
て

わ
れ
わ
れ
小
児
科
医
が

あ
ら
ゆ
る
小
児
疾
患
に

対
応
で
き
る
よ
う
、救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
で
平
日

夜
間
休
日
、小
児
救
急
外
来

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
診
療
を
通
し
て
、地
域

の
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な

発
育
の
た
め
に
優
し
い

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

診
療
科
の
ご
紹
介

小
児
科

第35回

小児科スタッフ
〈 後列左から3番目が尾内部長、右から3番目が寺田部長 〉

「
め
ま
い
は
、ど
の
科
を
受
診
す
る
？ 

」

めまいの症状・性質

（グルグル目が回る）
回転性めまいType

1

（フワフワふらつく）
浮動性めまいType

2

（クラッとする）
立ちくらみのような
めまい

Type

3

　

半
規
管
の
卵
形
嚢
と
い
う
場
所
に
あ
る
耳
石
が
は
が
れ
、

か
ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
器
官
で
あ
る
三
半
規
管
に

入
り
込
ん
で
し
ま
う
と
め
ま
い
が
起
こ
り
ま
す
。こ
れ

が「
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
」と
い
う
病
気
で
す
。 2

3

4

1

Let’s Try!

　めまいの症状は、グルグル目が回る「回転性
めまい」、フワフワふらつく「浮動性めまい」、
クラッとする「立ちくらみのようなめまい」
の３つに大きく分けられます。
　あなたのめまいはどのタイプでしょうか？
受診のときに医師に伝えると良いでしょう。

1

2

3

4

5

急に立ち上がった時に、目の前
が暗くなったことがある。

・ 自分自身がグルグル
　回っている感じ

・ 周囲がグルグル
　回っているように
　見える

頭を動かしたり寝返りをうったり
すると、目が回るように感じる
ことがある。

前触れなく、突然天井がぐるぐる
回ったようになることがある。

足元がふらつき、フワフワした
ように感じることがある。

まっすぐ歩いているつもりでも、
重心が左右によろけてしまう
ことがある。

身近な病気解決ナビ .より

チェックリストチチチチめまいめまいめまい
　下記の項目の中でいくつに当てはまるか
ご自身でチェックしてみましょう。一つでも当
てはまる症状があれば、病院で検査を受け
ましょう。

・ まっすぐ歩けない

・ からだがフワフワした
　感じでふらつく

・ 姿勢を保つのが
　難しい

・ 立ち上がるとクラッとする
・ 時に目の前が暗くなる
・ 失神を伴う

　

め
ま
い
が
起
こ
る
と
、
ど
の
科
を
受
診
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

患
者
さ
ん
の
多
く
は
「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
ま
す
。ま
ず
は
耳
鼻
咽
喉
科

を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
理
由
と
代
表
的
な
め
ま
い

疾
患
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
説
明
し
ま
す
。め
ま
い
疾
患
は
末
梢
性
（
耳
の

障
害
）
と
中
枢
性
（
主
に
脳
の
障
害
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。障
害

部
位
を
分
け
る
に
は
症
状
は
勿
論
で
す
が
、
眼
振（
眼
球
の
振
る
え
）を

診
る
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
れ
は
耳
鼻
咽
喉
科
が
専
門
で
す
。簡
単
な

眼
振
検
査
で
末
梢
性
か
中
枢
性
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
当
院
の
赤
外
線

Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
を
使
用

す
る
と
よ
り
眼
振
の

性
状
を
鮮
明
に
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
枢
性
で
あ
れ
ば
画
像

検
査
（
Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

な
ど
を
行
い
、神
経
内
科
、

脳
卒
中
内
科
あ
る
い
は

脳
神
経
外
科
へ
の
受
診

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

め
ま
い
感
を
訴
え
て

大
学
病
院
や
大
き
な

市
中
病
院
を
受
診
し
た

94
〜
96
％
ぐ
ら
い
が
末

梢
性
で
あ
っ
た
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
は
、も
っ
と
も
多
い「
め
ま
い
」で
あ
る
と
同
時
に
、治
り

や
す
い「
め
ま
い
」で
も
あ
り
ま
す
。あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、体
を
動
か
す
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、よ
り
改
善
を
促
し
ま
す
。め
ま
い
を
恐
れ
て
お
と
な
し
く
し
過
ぎ
る
と
、

か
え
っ
て
長
引
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

耳
石
の
か
い
離

耳
の
中
の「
内
耳
」に
あ
る「
耳
石
」と
い
う
小

さ
な
石
が
、本
来
の
位
置
か
ら
外
れ
、頭
を

動
か
す
た
び
に
内
耳
の
中
を
転
げ
回
る

た
め
に
、め
ま
い
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
因

病
態

じ
せ
き
き

な
い
じ

ら
ん
け
い
の
う

り
ょ
う
せ
い
ほ
っ
さ
せ
い
と
う
い

フワふらつく）
動性めまい

（クラ
ちくらみのよう
まい

ない

ワフワした
つく

のが めまいの主な障害部位（末梢性）

内耳はからだのバランス
を保つ働きをします

蝸牛神経
かぎゅうしんけい

前庭神経
ぜんていしんけい

三半規管
さんはん き かん

蝸牛
かぎゅう

前庭（耳石器）
ぜんてい じ せき き

外耳道
がいじどう

鼓膜
こまく

良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
と
は

耳
石
の
か
い
離

外耳
がいじ

中耳
ちゅうじ

内耳
ないじ

なる
する
るる

み

る

とと
み

る

とと
み

る

とと
み

る

とと
の

る

すす
ののの
す
の
す
ののよ
る）
のよよよようよう
すすすすすする）る）る））

診療科紹介  小児科
NSTの活動について
院内癒しスポット
お知らせ
イベントのご案内　次号予告

【特集】 めまい

F R E E 2016秋号

vol.48

ご自由にお持ち帰りください

セミナー・講演会に参加ください

夕日、照葉「川﨑祐宣先生像」
　輝く夕日に照らされる学園創設者 川﨑祐宣先生の
銅像。台座には、故人が好きだった言葉「天に星、地に
花、人に愛」という自筆の文字が刻まれています。

紅葉 「川崎医科大学」 

連携医療機関のご案内

うな
外耳外耳

じがいじじがいじ

うなううな

前庭
ぜんてい三半規管

さんはんきかん

かい離による
三半規管内へ耳石の混入 耳石

じ せき

ルグ
よう

グルグル
じ

グル

ルル

グル
うにうに

ルルル
   紅葉 「

ふるさと
の森」



※携帯電話の機種によっては一部機能がご利用いただけない場合がございます。

お問合わせ・ご意見・ご感想をお寄せください
右QRコードを携帯電話にて読み取るか、当院ホーム
ページ、お電話にて皆さんの声をお待ちしております。

〒701-0192 岡山県倉敷市松島577  
E-mail:hsyomu@med.kawasaki-m.ac.jp  URL:http://www.kawasaki-m.ac.jp/hospital/
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TEL.086-462-1111（代） / FAX.086-462-7897

　

金
田
病
院

理事長 金田 道弘 先生（右写真）
病院長 水島 孝明 先生

カンファレンス風景

■ 外来診察について

土曜午後、日曜日、祝日休診日

救急車（24時間対応）、紹介状をお持ちの方、予約の方を優先します。
予約は、フリーダイヤル0120-52・56・52まで。（診療時間内）

http://www.kaneda-hp.comHP

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、血液・腫瘍内科、
糖尿病内科、腎臓内科、神経内科、外科、心臓血管外科、消化器外科、
乳腺外科、整形外科、脳神経外科、リウマチ科、皮膚科、泌尿器科、
婦人科、眼科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

診療科

各科で異なりますので、HPをご覧ください。診察時間

0867-52-1191 0867-52-1917FAXお問合わせ

〒719-3193
岡山県真庭市西原 63

所在地

・内科
・外科
・脳神経外科
・整形外科
 …その他

連携医療機関のご案内

・内科
外科

内

Main

掲載内容は予告無く変更される場合があります。
ご了承ください。

【診療科紹介】消化器外科

    ・ 「頻尿」について
    ・ 病院の疑問解消！あれこれ
    ・ 連携医療機関のご案内
    ・ イベントのご案内    ・ 次号予告

次号予告イベントのご案内

お知らせ

平成28年度
第3回 川崎医療短期大学 公開講座
発達障がいのある子どもへの支援
-意味あるやりとりを目指して-

10 月

土曜日
8

http://www.kawasaki-m.ac.jp/jc/kouza/
kouza.html

平成28年10月8日（土）
14:00～16:00
川崎医療短期大学
体育館102教室
一般

日 時

場 所

対 象

事前申込有

川崎医療短期大学 公開講座係
086-464-1032
詳細ホームページ

お申込み・お問合わせ

参加無料

がん市民公開講座
ご存知ですか？がん療養支援
～生活・家族・仕事のサポート～

10 月

土曜日
29

平成28年10月29日（土）
13:30～16:00
川崎医科大学
８階ラウンジ
一般

日 時

場 所

対 象

http://www.kawasaki-m.ac.jp/
hospital/canc/04-03.php

患者診療支援センター
086-462-1111（内線22612）
詳細ホームページ

お問合わせ

川崎医科大学 市民公開講座
疾病制圧に向けた大学の挑戦

10 月

日曜日
9 平成28年10月9日（日）

10：00～11：00
川崎医科大学校舎棟7階
M-703教室
一般

日 時

場 所

対 象

http://www.kawasaki-m.ac.jp/
med/news/document/20161009.pdf

川崎医科大学研究支援係
086-462-1111（内線26030）
詳細ホームページ

お問合わせ

事前申込不要
参加無料

事前申込不要
参加無料

　

N
S
T
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
最
近
で
は
、

医
療
従
事
者
に
限
ら
ず
、一
般
的
に
も
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。Nutrition 

support 
team

 

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）の
略
で
、職
種
の
壁
を
越
え
、栄
養

サ
ポ
ー
ト
を
実
践
す
る
多
職
種
の
チ
ー
ム
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。医
師
、看
護
師
、管
理
栄
養
士
、薬
剤
師
を
中
心
と
し
た

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
会
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
22
年
か
ら
は
保
険
診
療
加
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

入
院
患
者
さ
ん
は
、そ
の
病
気
に
も
よ
り
ま
す
が
消
耗
性

疾
患
や
消
化
器
疾
患
、ま
た
特
異
な
病
態
か
ら
栄
養
状
態
が

低
下
し
て
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。血
清
ア
ル

ブ
ミ
ン
値
と
い
う
栄
養
状
態
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。3.8
g
/
dl

以
上（
現
在
で
は
4.0
以
上
）が
基
準
値
と
さ
れ
て
い
ま
す
が

当
院
で
の
あ
る
時
期
の
入
院
患
者
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、

3.5
g
/
dl
以
下
が
約
50
%
で
あ
り
、な
ん
と
3.0
g
/
dl
以
下

の
方
が
約
25
%
も
占
め
て
い
ま
し
た
。す
な
わ
ち
半
数
の
患
者

さ
ん
の
栄
養
状
態
は
低
下
し
て
お
り
、4
分
の
1
の
患
者
さ
ん

は
重
篤
な
低
栄
養
状
態
に
あ
る
の
で
す
。

　

栄
養
状
態
が
悪
い
と
、感
染
し
や
す
く
ま
た
感
染
か
ら
の

治
癒
が
し
に
く
く
な
り
、傷
が
治
り
に
く
く
、筋
肉
量
が
減
少

す
る
こ
と
で
離
床
が
遅
れ
、褥
創
の
発
生
原
因
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。す
な
わ
ち
、栄
養
状
態
を
改
善
で
き
れ
ば
原
疾
患

の
治
療
効
果
を
向
上
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

N
S
T
の
活
動
に
つ
い
て

「
栄
養
は
、生
命
の
根
源
│
」

川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院　

N
S
T
推
進
委
員
会　

委
員
長

松
本 

英
男（
消
化
器
外
科　

副
部
長
）

　

平
成
16
年
か
ら
、消
化
器
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を
開
始
し
、平
成

17
年
に
は
全
科
型
へ
と
発
展
し
、現
在
ま
で
に1,800

例
以
上
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。多
く
の
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
き
て
実
感
す
る
こ
と
は
、栄
養
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、原
病
も
改
善
し
、活
動
性
も
向
上
し
ま
す
。寝
た
き
り

だ
っ
た
人
が
、歩
い
て
家
に
帰
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。栄
養
状
態
の

改
善
に
は
リ
ハ
ビ
リ
の
併
用
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
に

よ
っ
て
、タ
ン
パ
ク
質
は
筋
肉
と
し
て
蓄
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
消
化
器
外
科
医
と
し
て
実
感
す
る
の
は
、栄
養
状
態
の

良
し
悪
し
が
、術
後
の
合
併
症
や
入
院
期
間
に
大
き
く
関
与
し
、

更
に
は
予
後
に
も
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

栄
養
は
、生
命
の
根
源
で
あ
り
、正
し
い
栄
養
管
理
は
病
気
の

治
療
の
み
な
ら
ず
、予
防
医
学
に
も
大
き
な
意
味
合
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、患
者
さ
ん
の
栄
養
改
善
が
病
状
の
改
善
に

結
び
付
く
と
考
え
N
S
T
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
を
的
確
に
把
握
す
る

栄
養
状
態
の
改
善
は
、回
復
へ
の
一
歩

カンフ レンス風景

回診風景回診風景

NSTの役割

1.全入院患者さんから栄養
不良患者を見出し、適切な
栄養評価がなされている
かをチェックする

2.栄養障害の早期発見、
   栄養不良改善のサポート

4.スタッフの知識の向上と
チーム医療の実践

5.栄養治療に伴う合併症の
防止

3.患者さんの満足度の改善

癒
し

院
内 

　
　
　
ス
ポ
ッ
ト

「
屋
上
庭
園
」の
ご
紹
介

● 月曜日～金曜日
   9：00～16：30
● 土曜日
   9：00～12：00

ご利用時間

Q1A
「
屋
上
庭
園
」は
ど
こ
に
あ
る
の
？

屋
上
庭
園
は
16
階
に
あ
り
ま
す
。

　

本
館
棟
16
階
の
最
上
階
に

「
屋
上
庭
園
」が
あ
り
ま
す
。色

と
り
ど
り
の
華
麗
な
薔
薇
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。病
院
周
辺
や

川
崎
学
園
の
数
々
の
施
設
を
一
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q2A
入
院
中
に
利
用
で
き
ま
す
か
。

入
院
中
は
も
ち
ろ
ん
車
い
す
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。入
院
患
者
さ
ん

は
事
前
に
病
棟
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
必
ず
許
可
を
得
て
、訪
れ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

NO2

※年末年始、祝日を除く

※雨や風が強いなど、
    天候によってご利用
    いただけない事も
   あります。

屋上庭園って
どこだろう…??

屋上庭園に
いけるかなぁ…

遺伝診療部を開設 当院では、平成28年7月1日遺伝診療部を開設いたしました。

業務内容

診 療 日

場 所

遺伝診療および遺伝カウンセリング

毎週　木曜日の午後

北館棟 3階　36 健康診断センター内

費 用

お問合わせ

原則として自由診療：初診 7,560円　再診2,160円

小児医療センター（最初の窓口として連絡を受けます）
086-462-1111（内線 24600）

※完全予約制

屋上庭園

軽食・喫茶「プラタナス」
中央エレベーター

大
学
事
務
局

本館棟16階 

園園尾病院長による尾病院長による

年頭所年頭所感／感染症感染症

じ
ょ
く
そ
う

ＮＳＴ
栄養サポートチーム

食事・点滴などの栄養管理食事・点滴などの栄養管理食事・点滴などの栄養管理

医
師

看
護
師

管
理
栄
養
士

歯
科
医
師

臨
床
検
査
技
師

理
学
療
法
士

薬
剤
師

事
務
職
員 患者

良好な栄養状態良好な栄養状態良好な栄養状態

治療
治療効果UP治療効果UP治療効果UP

　

当
院
で
は
、入
院
時
に
全
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
を
看
護
師
が

SGA

（Subjective global assessm
ent

）評
価
を
行
い
、栄
養

状
態
の
把
握
を
管
理
栄
養
士
が
実
施
し
ま
す
。術
前
、術
後
、

そ
の
ほ
か
抗
が
ん
剤
治
療
時
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
低
栄
養

状
態
に
陥
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、毎
週
チ
ー
ム
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
回
診
を
し
、栄
養
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
、栄
養
状
態
の
評
価
と
食
事
量
の

チ
ェッ
ク
を
行
っ
た
後
、必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
計
算
し
摂
取
方
法

を
検
討
し
ま
す
。週
一
回
の
N
S
T
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
約
30
症
例

の
栄
養
摂
取
量
の
推
移
を
確
認
し
、状
態
の
変
化
な
ど
の
チ
ェッ
ク

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
あ
と
直
接

回
診
し
て
、患
者
さ
ん
の
実
情
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
真
庭
市
落
合
イ
ン
タ
ー

近
く
に
位
置
す
る
社
会
医
療
法
人

緑
壮
会 

金
田
病
院
は
、お
か
げ
さ
ま
で
本
年
7
月

創
立
65
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。許
可
病
床
数
は

172
床
で
、病
棟
編
成
は
、D
P
C
病
棟(

急
性
期
、

7
対
1)

、地
域
包
括
ケ
ア
病
棟(

回
復
期)

、

医
療
療
養
病
棟(

慢
性
期
、20
対
1)

で
す
。常
勤

医
師
は
12
名
、非
常
勤
医
師(

不
定
期
を
含
む)

は
約
60
名
で
す
。
病
院
機
能
評
価
認
定
病
院

で
す
。

　

真
庭
市
で
唯
一の
、D
P
C
対
象
病
院
・
地
域
が
ん

診
療
病
院・超
急
性
期
脳
卒
中
診
療
が
24
時
間
可
能
な

医
療
機
関
で
、年
間1,000

台
超
の
救
急
搬
送
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。岡
山
県
第
一
号
の
人
間
ド
ッ
ク
健
診

施
設
機
能
評
価
認
定
施
設
で
、年
間
約3,700

名
の
方
が

人
間
ド
ッ
ク
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。関
連

在
宅
部
門
は
、指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
み
ど
り
、

み
ど
り
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
で
す
。ま
た
、す
ぐ
近
く

の
落
合
病
院
と
落
合
病
院
金
田
病
院
連
携
協
力
推
進

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

附
属
病
院
の
皆
さ
ま
が
、多
発
外
傷
な
ど
の
重
症

救
急
を
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
で
365
日
24
時
間
い
つ
で
も

快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
く
、

全
て
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

社
会
医
療
法
人　

緑
壮
会

ＮＳＴの役割ＮＳＴの役割

平成28年度 川崎学園祭 医学講演会
身近な心臓病

10 月

土曜日
8 平成28年10月8日（土）

13:30～15:00
川崎医科大学
現代医学教育博物館3階講堂
一般

日 時

場 所

対 象

http://www.kawasaki-m.ac.jp/
hospital/document/20161008.pdf

川崎医科大学附属病院病院庶務課
086-464-1164
詳細ホームページ

お問合わせ

事前申込不要
参加無料
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